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秋田県産二枚貝の貝粛について （第 4報）
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A.調査期間

昭和57年 3月26日～8月26日
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はじめに

二枚貝の毒化が各地で報告されりi'水産関係及び食

品衛生上で問題となっている．このため昭和53年，国は

貝毒の安全基準を定め，監視体制の強化を行なった•特

に近年新たに確認された下痢性貝毒りについては，現在

各方面で調西研究が進められている．秋田県においても

昭和53年以来，県内産二枚貝について実態把握と安全確

保のため調香を行なっており 90り，今回は昭和57年度の

下痢性貝毒の結果について報告する．
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B. 調査地区及び試料

男鹿市戸賀湾 イガイ 20件

ムラサキイガイ 21件

イガイ 18件

計 59件

試料は約 1週間毎に採取し，分析日まで凍結保存した

ものを用いた． （図1)

男鹿市椿地区
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C. 分析方法

昭和56年5月19日付環乳第37号「ド痢件貝毒の検査

について」に定める方法によった．なおマウスはddY

系，雄，体重16-20gのものを使用した．

皿 結果及び考察
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図l．調査地域
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調査結果は表 lに示すとおりである．

地区別にみると，戸賀湾のムラサキイガイは3月26日

から調査を開始したが，初めて帯が検出されたのは 4月

14日であった．その後は緩やかに増加し， 6月3日には

ピークに達し，中腸腺当り1.2 MU/g，可食部当り 0.10 

MU/gとなった．その後は急激に減少し，毒が不検出

となったのは 6月25日からであった．昭和56年度の同地

区ムラサキイガイと比較すると，初めて毒が検出される

時期はほぼ同じであったが，毒が不検出となるのが 1ケ

月以上も早く，毒化期間が非常に短かかった．また．比

較的低毒性で増減をくり返した昭和56年度に比べ，明瞭

なピークが現われ，毒性の最大値も中腸腺当りでは 2倍

の濃度を示した．しかし我々の調査では，この要因につ

いて推測することは困難であった．

戸賀湾のイガイは， 4月14日に初めて毒性が検出され，

その後4月22日に中腸腺当り 0.6 MU/gとなってから

6月18日までの約2ヶ月余り一定の数値を示した．その

後毒は減少し， 7月29日からは不検出となった．可食部

当りでは 6月10日に最大となり， 0.05 MU/gを記録し

た綸同地区のムラサキイガイと比較すると．毒性は低い

ものの，毒性の消失時期が約 1ヶ月遅かった．また昭和

56年度の同地区イガイと比較すると，寄化期間はほぼ同
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じであったが，毒化パターンは昭和56年度のような急激 くくり返す形を示した．また可食部当りの毒性は， 4月

なピークは現われず，比較的低毒性で推移した． （図 2• 8日を除けば他は全て戸賀湾のイガイの毒性を超えるこ

3) とはなかった．さらに昭和56年度の同地区イガイと比較

一方椿地区のイガイは4月8日に初めて毒が検出され， すると，毒化期間はやや短かく，毒性の最大値は 1/ 2 

その後増減をくり返しながら推移し，毒性が不検出とな 程であった．また毒化パターンは，戸賀湾のイガイ同様

ったのは 7月29日からであった．可食部当りでは 6月10 急激なピークは現われなかった． （図4• 5) 

日～18日に最大値を示し，毒性は 0.04 MU/gであった． 昭和57年度は 3月26日から 8月26日まで5ヶ月間に渡

戸賀湾のイガイに比べると，毒化期間はほぼ同じであっ り調査を行なった．その結果4月8日に初めてムラサキ

たが，毒化のパターンは戸賀湾のイガイよりも増減を多 イガイから毒が検出されたのを始まりとして， 7月21日

表1. 下痢性貝毒検査結果

戸賀湾産イ ガ イ 戸賀湾産 ムラサキイガイ 椿 産イ ガ イ

採取年月日 中腸腺 可食部 中腸腺 可食部 中腸腺 可食部

MU/g MU/g MU/g MU/g MU/g MU/g 

57 3. 26 < 0. 3 < 0.0 2 

4. I <o.3 < 0.0 2 く03 < 0.0 2 <o. 3 < 0. 0 1 

4. 8 <o. 3 く0,0 1 0. 6 0.0 2 0 3 0.0 2 
―`..  

4. 14 0. 3 0.0 1 0. 3 0.0 3 0 3 0.0 1 

4, 2 2 0.6 0.0 3 0 3 0 0 3 0 3 0 0 1 
＂＂ 

4. 27 0.6 0.0 3 0. 6 0.0 4 0. 6 0.0 2 

5 10 0. 6 0.0 3 0.6 0.0 5 0 6 0. 0 3 

5. 19 0.6 0.0 4 0.6 0.0 5 0.6 0.0 2 

5. 27 0.6 0 0 4 0 6 0 0 5 0 3 0 0 1 

6. 3 0. 6 0.0 3 1. 2 0. 1 0 0.3 0.0 2 

6. 10 0 6 0 0 5 0 6 0.0 6 0 6 0 0 4 

6. 18 0.6 0.0 4 0.6 0.0 3 0.6 0.0 4 

6 25 0 3 0 0 1 く03 く00 3 

7. 1 0. 3 0.0 1 < o. 3 く0.03 

7, 2 <o.3 < 0. 0 1 

7. 8 0.3 0.0 1 

7. 9 0. 3 0.0 1 < 0.3 < 0. 0 3 

7 15 0 3 0.0 1 く03 く00 3 

7. 21 0. 3 0.0 1 <o.s <o. o 3 

7. 22 <o. 3 < 0. 0 1 

7. 29 <o.3 < 0. 0 1 <0.3 <o. o 2 

8. 5 く03 < 0. 0 1 <o.3 く00 3 く03 く00 1 

8. 11 <0.3 < 0. 0 1 <0.3 <o. o 3 

8. 12 <o. 3 く0.01 

8. 19 <0.3 <o. o 2 <0.3 <o. o 3 < 0.3 <o.o 2 

8 26 <o.3 < 0 0 1 
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図2. 戸賀湾産貝類の毒性と水温の経日変化
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まで毒化現象が認められた。可食部当りの毒性が最大と

なるのは，イガイでは 6月10日，ムラサキイガイでは 6

月3日であった．また毒性の最大値は，中腸腺当りでは

イガイ 0.6 MU/g,ムラサキイガイI.2 MU/gであっ

た．ー方可食部当りの最大値は，イガイ 0.05 MU/g, 

ムラサキイガイ 0.10 MU/gであった．厚生省が定めた

貝毒の安全基準け（可食部当り 0.05 MU/g)を超えた

期間はイガイでは 6月10日のみであり，ムラサキイガイ

では 5月10H~6月10日の約 1ヶ月に渡った．同じく監

視体制の強化基準゜（中腸腺当り 0.3 MU/g)を超えた

期間はイガイでは4月14日～7月21日であり，ムラサキ

イガイでは 4月8H~  6月18日であった．また，出性と

水産試験場が試料採取時に測定した水温との閃係をみて

みると，毒化は水温上昇期の］0~20℃の範囲で起こり，

粛性が強まるのは同じく上昇期の13~15℃の範囲であっ

た．

IV まとめ

昭禾l」57年度の秋田県産イガイ，ムラサキイガイの下捐

性貝毒について晶査を行ない，次のような結果を得た。

l)心化が認められた期間は， 4月8H~7月21日であ

った．

2)毒性か最大値を小したのは，イガイでは 6月10日，

ムラサキイガイでは 6月3日であった．

3)毒性の最大値は，中／似腺当りでは1.2MU/g,,i)食

部では 0.10 MU/gであづた．

4)毒化期間の水温は上昇期の10~24℃の範囲で，毒性

が強まるのは同じく上昇期の13~15℃の範囲であった．
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